課題研究基礎　授業進行表　９回目
[bookmark: _GoBack]テーマ： レポート作成技術２
目　的：論文の定義と構成、執筆上の注意事項を理解し、報告型のレポートを作成できるようになる。
方　法：文章構造と文章表現を意識しながらレポートを書く。
配布物：ワークシート、レポート作成シート
留意点：
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認　ワークシート配布
	
	１

	１分
	本日の課題確認
　①ロジカル・ライティングとは？
②レポートの構成とは？
　③各構成の役割とは？
本日の内容説明
	
・前回授業では、論文文章構成を理解した。今回は、文章構造や論文特有の文章表現を理解する。
・次回にChromebookを持参させる
	２



３　４

	４分
	ロジカル・ライティング実習２回答例
　前回授業を振り返り、執筆したレポートの模範解答例を確認する。
	
・模範解答を示す。
	
５　６
７　８
９　10
11　

	５分
	客観性ある事例や先行研究
　情報源としてGoogle ScholarやCiNiiの存在を知る


Wikipediaの特性を理解する


参考文献の示し方
　掲載形式別に示し方があることを理解する
	
・Google Sholar：研究専用の検索エンジン
CiNii（サイニー）国立情報学研究所の検索エンジン、日本の論文を探す、大学図書館の本を探す、の2つがある。
・Wikipediaは引用のパッチワークなので、論文の性質から考えれば第1資料となる資料を探す手段としての利用にとどめる。

・本・論文・ウエブの方法を紹介する。
	
12  13
 






14

	２分
	レポートの構成
　レポートの形式を理解する
　レポートの基本構成を理解する
	
・４部構成と校閲を紹介する。
・４部をさらに目的別に細分化した構成を理解する。
	
15
16

	８分
	レポート作成実習１
　ワークシートの５つの事実を読み、「なぜ右利きの人が多いのか」の理由について、まずはペアで言葉に出して簡単に説明してみる
	
・この段階ではまとまっていなくてもOK
	
17
18

	４分
	構成を練る
　ワークシートの空欄を埋めながらレポートの構成を練る
	
・ワークシートの空欄部分を２分で埋めさせた後、説明する。
	
19

	12分
	序論の構成
目的
　・書き出しは一般論として始めることを理解す　
　　る
・扱う言葉を定義づけする
運動という言葉を定義づけする

　　【発問】右利きの定義は？
・リサーチクエスチョンと研究テーマの違いを理解する

研究方法
・研究方法の示し方を理解する
　再現性について理解する
	

・模範解答を示す。


・「運動」には、スポーツ、物体の移動、団体の社会行動などの意味があることを伝える
・模範解答を示す。
・リサーチクエスチョン：解決したい課題
　研究テーマ：解決策の一つ
・模範解答を示す。

・再現性の確保について説明する。
・模範解答を示す。
	

20


21


22
23　24
25

26
27

	12分
	本論の構成
本論の役割を理解する
結果と考察
　データを統計処理し、理解しやすいグラフにする必要があることを知る

考察
　・結果と他のデータから、見えないメカニズムを推論することを理解する
　・考察例を考える
	

・質的研究と量的研究のデータの扱いについて説明する。
・模範解答を示す。

・先行研究の結果や別のデータ（時期や内容に差異がないもの）と比較し、なぜこのような結果になったのかを論理的に説明する。
・模範解答を示す。
	
28
29
30



31

32

	１分
	まとめ
	・次回持参物連絡
・本日の課題をペアで確認する。
	33
34


参考資料：沼崎一郎（2018）．『はじめての研究レポート作成術』．岩波ジュニア新書865
　　　　　戸田山和久（2012）．『新版　論文の教室』．NHK出版
　　　　　黒田圭（2012）．『この一冊できちんと書ける！論文・レポートの基本』．日本実業出版社
　　　　　渡邉光太郎．（2017）．『シンプルに結果を出す人の５W１H思考』．すばる舎
